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2024年度 教育課程連携協議会報告 

 

2024年度教育課程連携協議会は、第 1回を 2024年 9月 2日（月）、第 2回を 2025年 2月 3日

（月）に、両日とも Zoomによるウェブ形式で開催した。ついては、本協議会の審議事項、報告事項

等を以下のとおり報告する。 

 

１．第１回 教育課程連携協議会 

１）審議事項 

（１）授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項 

・本学は、設置計画の学年進行中であったが、2023 年 9 月 1 日に大学設置分科会実地調査、12月

14日に学校法人分科会実地調査を受審し、2023年度をもってアフターケアを終了した。なお、2023

年度までの教員人事体制は、学長 陶山哲夫、専任教員 54名（うち定年教員 16名、退職教員 3名）

で編成していた。2024年度からの教員人事体制は、学長任期、定年教員の退職等により、学長 飛松

好子、専任教員 47名（うち嘱託教員 6名、入職教員 6名）で編成することを説明し、承認された。 

（２）授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する

事項 

・2024 年度までの教育課程は、卒業要件（両学科 145 単位）、実習時間（理学療法学科 900 時間、

作業療法学科 1260時間）であるが、4年次に 18～19週間の臨床実習、卒業論文、就職活動、国家

試験等、学事が集中している。教務委員会カリキュラム検討部会では、現状を改善すべく、新教育課

程を検討した。その結果、2025年度からの教育課程は、3ポリシーは変更せずに教育内容を見直し、

卒業要件（理学療法学科 133単位、作業療法学科 136単位）、実習時間（理学療法学科 900時間、

作業療法学科 1035時間）に変更し、実習時期の最適化を図る。なお、変更の手続きは、文部科学省

医学教育課に変更承認申請を提出する。承認後、文部科学省大学設置室に学則変更を提出すること

を説明し、承認された。 

 

２）報告事項 

（１）授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項 

・なし 

（２）授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する

事項 

・なし 

（３）社会貢献活動等 

・能登半島災害義援金の街頭募金、2023年度学位授与式・卒業記念パーティー、2024年度入学式・

新入生歓迎会、同窓会活動等を報告した。 

 

３）その他 

・作業療法学科の学生募集について、構成員と意見交換を行った。 
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２．第２回教育課程連携協議会 

１）審議事項 

（１）授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項 

・なし 

（２）授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する

事項 

・3つのポリシー基づく教育成果の可視化が求められる中、大学の特徴に合う学生をどう受け入れ、

教育を行い、学位を授与して社会に送り出すか。学生が置かれている状況と 4 年間の成長プロセス

を、調査を通じて継続的に把握し、改善に結びつける必要がある。そこで、客観的なデータ分析に基

づいた大学における諸活動の効果検証、及び情報提供等を通じた大学の意思決定、又は業務の継続

的改善を支援することを目的に、IR（Institutional Research）を導入することを説明し、承認され

た。なお、教学マネジメント指針概要に基づき、学修成果や教育成果の把握と可視化について、構成

員と意見交換を行った。 

 

２）報告事項 

（１）授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項 

・教育課程変更の手続きは、文部科学省医学教育課に変更承認申請（承認事項）を 7 月 31 日に提

出、11月 5日に承認された。文部科学省大学設置室に学則変更（届出事項）を 11月 29日に提出し

た。 

（２）授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及びその実施状況の評価に関する

事項 

・専門職高等教育質保証機構（以下「機構」）の分野別認証評価は、8月 27日に機構に自己点検評価

書等を提出し、12月 9日・10日に訪問調査を受審した。1月 20日に認証評価報告書（案）を受理

したが、専門職大学評価基準を構成する 22の基準をすべて満たしており、機構が定める評価基準に

適合しているとされている。なお、3月には機構のホームページ上に、認証評価報告書が公開される

予定である。結果については、次回の教育課程連携協議会で報告する。 

（３）社会貢献活動等 

・江東区認知症カフェ、江東区アダプトプログラム、江東区インターンシップ、夏休みこども科学教

室、江東区健康センター、産学連携イベントによる地域交流、地域に開かれた大学祭、出前講義、東

京都障害者市総合スポーツセンター事業等を報告した。 

以上 


